
内容の例
時間

（目安）

Ａ 愛玩動物看護師の職責 愛玩動物看護師法の概要、獣医療倫理、
動物看護者の倫理綱領、愛玩動物の福
祉、動物病院における愛玩動物看護師の
役割、愛護・適正飼養分野における愛玩動
物看護師の役割

3時間

Ｂ 獣医療及び愛護適正飼養分野の関連
法規

獣医師法、獣医療法、動物愛護管理法、そ
の他関連法規の概要

3時間

Ｃ 診療の補助に関する技能 採血の手順、輸液（留置針の設置を含む）
の手順、輸液中の動物の管理、マイクロ
チップの装着手順、心肺蘇生処置（気管挿
管、人工呼吸、心マッサージ）の手順

7時間

Ｄ 愛護・適正飼養に関する基本的な知識 人とペットとの共生のための生活環境のあ
り方、ペット関連産業の現状と課題

3時間

Ｅ 業務の実践に必要な理論 動物薬理学の基礎、動物行動学の基礎、
動物栄養学の基礎（フードと栄養指導、疾
患と栄養）、動物看護過程の展開、臨床検
査の基礎

4時間

Ｆ 業務の実践 愛玩動物看護師による薬物の取扱い、主
な検体検査の手順、保定の基本的な原理･
目的･方法、入院動物の管理・アセスメン
ト、徴候や疾患の理解と対処、クライアント
コミュニケーション・院内コミュニケーショ
ン、動物介在活動・動物介在療法・動物介
在教育、災害危機管理と支援

10時間

30時間

科目名

現任者の講習会課程（イメージ）

※　修学歴がある認定動物看護師取得者の講習科目は、Ａ～Ｄとする （合計16時間）。

※　修学歴がない認定動物看護師取得者の講習科目は、Ａ～Ｅとする （合計20時間）。

合　計
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